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平成 30 年度 主な文化財事業等の予定 

 

 

１ 文化財の保存（調査・研究など） 

(1) 天神社総合調査の実施 

  各種文化財を体系的に調査し、関連文化財群として把握・価値づけを行う。 

 (2) 西東京市文化財保存・活用計画の進捗点検等 

   進捗状況を本審議会へ報告し、施策の推進に向けた意見等を整理する。 

(3) 国登録有形文化財（建造物）の登録手続 

   所有者から同意を得た有形文化財（建造物）について、国文化財登録原簿への

登録に向けた諸手続を進める 

 

２ 文化財の活用（普及啓発・活用の推進など） 

 (1) 学校教育・生涯学習等の充実 

  タブレットを活用した市内小中学校等での下野谷遺跡出前授業等を実施する。 

 (2) 文化財普及事業の実施 

   文化財講座、市民団体との連携事業などを行う。 

 (3) 郷土資料室企画展示によるＰＲ 

イベント等に合わせて企画展示スペースを活用しＰＲに努める。 

 

３ 下野谷遺跡の保存・活用 

 (1) 下野谷遺跡整備基本計画の策定 

   平成 29 年度に策定した「史跡下野谷遺跡保存活用計画」に基づき、平成 30 年

度の策定に向けて、下野谷遺跡整備基本計画策定懇談会、市民意見聴取などを行

う。 

 (2) 遺跡用地の管理及び公有地化の推進 

   下野谷遺跡用地を管理し、追加指定地の年度内取得に向けた手続き等を行う。 

 (3) 下野谷遺跡関連イベントによるＰＲ 

   多摩六都科学館との共催事業や秋まつりなどを行い下野谷遺跡の価値や魅力を

発信するとともに、デジタルコンテンツ「ＶＲ下野谷縄文ミュージアム」や下野

谷遺跡関連商品のＰＲなどによりまちの魅力を発信する。 


